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○住民への情報提供

・避難勧告等の発令は、防災無線・エリアメールなど多岐に周知をしている

・「防災無線が聞こえづらい」「周知した内容が理解してもらえていない」など課題

今後の住民への情報提供のあり方について（提案）
①今回、過去が忘れ去られる前に、洪水の状況を幅広く情報提供（市報など）

（事例）直方市報（8月号）により洪水について周知 飯塚市長による
『大雨に関するメッセージ』

遠賀川河川事務所では、今回の洪水のパンフレットを作成しております。
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7月6日 防災無線で市長による避難を
促すメッセージを配信（２回）

7月7日 防災無線で市長によるご協力
へのお礼のメッセージ

7月9日 動画によるメッセージ
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今後の住民への情報提供のあり方について（提案）
②防災意識向上のための取組推進
・自主防災組織の強化のため、防災リーダー等への勉強会や講演会を実施
・子供への防災教育の充実『遠賀川水防災学習プログラム』の普及・促進

○遠賀川河川事務所では、小学校や自治会等に対して防災講演会を実施し、防災知識の
一層の普及促進に取り組んでいる。
○平成２９年度は、９会場（約１５００人）にて講演会を実施しており、今年度も７会場にて実
施しています。

平成３０年６月１６日
宮若市講演会風景

（約２５０人）

平成２９年６月２３日
添田中学校

出前講座風景
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◆学校長会で説明

○直方市学校長会(6/1)、飯塚市学校長会(6/5)、田川市学校長会(6/5)、
中間市学校長会(6/4)、宮若市学校長会(5/29)、嘉麻市学校長会(5/31)、
添田町学校長会(5/29)、遠賀町学校長会(5/29)

○遠賀川水防災学習プログラムについて説明→教材の活用をお願い
○5年生の先生を対象とした合同説明会の開催案内→先生への周知・参加を要請

●今年度、１０市町で先生方への教材説明会開催に向けて取り組み実施
●今年度から小学５年生の担任全員へ教材を配布
●教材の拡充に向け、各自治体の災害写真等を収集予定の為、御協力をお願いします。

◆教育委員会への説明

○直方市教育委員会(5/10) 、飯塚市教育委員会(6/1)、田川市教育委員会(5/14)、
中間市教育委員会(5/25)、宮若市教育委員会(4/16)、嘉麻市教育委員会(5/9)、
添田町教育委員会(5/14)、遠賀町教育委員会(5/2)
※小竹町、糸田町については既知のため校長会説明及び合同説明会は不要との回答

○遠賀川水防災学習プログラムについて説明→協力を依頼
○5年生の先生を対象とした合同説明会の開催について

→開催の了解、開催日時の確認（夏休み先生が集まりやすい日）
→先生の夏休み研修計画は７月初旬に提出となるので６月の校長会で案内をかける

○６月の学校長会でのプログラムの紹介と合同説明会の案内を行うことの了解

◆合同説明会開催（先生方へ教材説明）

○直方市(8/27)、飯塚市(8/3)、中間市(8/24)、宮若市(6/19) 、嘉麻市(7/23)、
添田町(7/26)、遠賀町(8/21)

○遠賀川水防災学習プログラムの教材内容説明、教材活用をお願い
○予定

田川市(9月下旬)

説明会状況
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○避難所の対応

・過去にない大雨や水位により、避難所に多くの住民が避難

・しかし、避難所の運営方法について多くの課題

・避難所周辺が浸水し孤立したり、移動できない現象が発生したため、
避難所の見直しを進めるにあたって、どの程度安全かを客観的に評価してほしい

今後の住民への情報提供のあり方について（提案）
自治体間での情報共有を目的に、他の自治体の運営状況や取組状況などを意見交換会や、

講演会などを実施し、流域全体の避難運営の強化を図る。

（事例）段ボールベッドの協定締結 （事例）8月18日 中間市遠賀4町の社会福祉協議会

が組織する連絡協議会とひびき青年会議所で広域防
災協定を締結
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